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世界の動向

 世界の動き

154ヵ国と1地域がカーボンニュートラルを表明

 日本の動き

2020年10月 2050年カーボンニュートラルを表明

【温室効果ガス削減目標】

＞2030年46％削減（2013年比）

＞2050年ゼロの実現

 カーボンニュートラルを目指す理由

地球温暖化への対応が喫緊の課題であることに加え、

カーボンニュートラルへの挑戦が次の産業成長の原

動力につながるから。

『資源エネルギー庁 「カーボンニュートラル」って何ですか？』より引用

パリ協定をキッカケに世界が温室効果ガスの排出を全体としてゼロとする「カーボン

ニュートラル」を目指すようになった。
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日本の動向

地域脱炭素ロードマップ 対策・施策の全体像
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 まずは、公共施設における電力の切替を実施

・49施設（R5年4月現在）を再生エネルギーの電気（CO2排

出量実質ゼロの電力）に切り替え済み。

・福知山市のその一つ。現在は、再生可能エネルギー100％で

運営を行っている。

福知山市は、2021年2月議会で「ゼロカーボンシティ」を宣言

今後も、「つくる」「とどける」「つかう」「ひろげる」をキーワード

に市内の再生可能エネルギーの普及拡大を目し、エネルギーの地産地消、

地域の課題解決、気候変動対策、経済の域内循環など地域の社会問題お

よび経済問題の解決につなげる。

2021年に「ゼロカーボンシティ宣言」
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エネルギー施策は環境だけでなく地域経済、地域社会に密接に繋がっている。

 123億円が市域外へ流出

エネルギー代金として123億円、うち電気代金と

して24億円が市外に流出。

 地産電力の使用

関西電力から地域の電力会社「たんたんエナジー

株式会社」に調達先を切り替えるだけで流出を抑

制。市内に資金を留めることが可能。

 エネルギー消費量の抑制

エネルギーにかかる費用を抑えることで、流出す

る規模を縮小できる。（ex）省エネルギー住宅の

普及など

地域裨益型事業に繋げることがポイント

１２３億円のエネルギー代金の流出している
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２０２１年４月 エネルギー・環境戦略課 新設

（両丹日日新聞 ２０２１.３.３０）

脱炭素を推進する部署を産業政策部内に新設
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市役所が率先して2030年再エネ100をめざすことに挑戦することを宣言した。

2021年6月「Re Actionへ参加」
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２０１５年（平成２７年）３月 「福知山市再生可能エネルギー活用プラン」策定

２０１７年（平成２９年）８月
福知山市再生可能エネルギー事業化検討会議の設置

☞ 新電力会社設立による公共施設での活用についての検討実施

２０１８年（平成３０年）３月

福知山市における再生可能エネルギー事業の推進に関する提言書の受理

☞ 新電力会社設立による公共施設での活用について提言

☞ 検討会議委員による福知山市内新電力会社設立に向けた検討実施

２０１８年（平成３０年）１１月１５日
龍谷大学から福知山市に対し、再生可能エネルギー事業推進に関する連携提案

☞ 地域新電力の設置及び活用の提案

２０１８年（平成３０年）１１月２９日
龍谷大学提案について有識者からの意見徴収会

☞ 有識者より地域新電力からの公共施設への再生可能エネルギー供給について賛同

２０１８年（平成３０年）１２月１０日 地域新電力『たんたんエナジー株式会社』 設立

２０１９年（平成３１年）１月２３日

地域貢献型再生可能エネルギー事業の推進に関する協定書締結

☞ 福知山市、京都北都信用金庫、たんたんエナジー株式会社、

プラスソーシャルインベストメント株式会社、龍谷大学LORC

２０１９年（平成３１年）４月２３日 温室効果ガスの抑制に向けた国民運動に賛同し、「福知山市クールチョイス」を宣言

２０２０年（令和２年）４月～ 公共施設への再生可能エネルギー由来電気の供給開始

２０２１年（令和３年）２月２６日 ２０５０年までにCO２排出量を実質ゼロとする「ゼロカーボンシティ」を表明

２０２１年（令和３年）６月１日 使用電力の再エネ１００％化を目指す「再エネ１００宣言RE Action」に参加を表明

２０２１年（令和３年）１１月 市民出資を活用したオンサイトPPA事業（第１弾）の開始（三段池公園総合体育館、武道館、給食センター）

２０２２年（令和４年）１１月 「ゼロカーボンシティロゴ」決定

２０２２年（令和４年）１２月 市民出資を活用したオンサイトPPA事業（第２弾）の開始（南陵中学校、夜久野支所）

２０２３年（令和５年）３月 「福知山市エネルギー・環境基本計画」策定

２０２３年（令和５年）６月 福知山市が連携強化のため、たんたんエナジー株式会社へ出資

■

2015年に再エネ活用プランを作成
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第１章 本市の地域特性で本市の地理条件、社会・経済的条件、気象

条件、本市のエネルギー消費量、再生可能エネルギー導入などの現状

把握

第２章 本市の再生可能エネルギー賦存量

第３章 導入に向けた将来像・基本理念・基本本方針、本市において推

進すべき再生可能エネルギー

第４章 太陽光や小水力、バイオマスなど３つのエネルギーによる導入

推進プロジェクトの基本方針

第５章 事業推進の目標やスケジュール、推進・取組体制などの戦略

「市民協働型発電事

業」による太陽光発

電屋根貸し事業の導

入（イメージ図）

2015年に再エネ活用プランを作成
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「たんたんエナジー株式会社」 設立
２０１８年（平成３０年）１２月

【会社名】たんたんエナジー株式会社

【設立日】2018年12月10日

【資本金】5100万円（資本準備金含む）

割合 立命館ソーシャルインパクトファンド：33.3％

合同会社サンエネルギー：9.5％

福知山市：4.8％ ※令和5年6月26日に出資

個人：52.4％（この問題に取り組む研究者ら）

【取締役】

木原浩貴（京都府地球温暖化防止活動推進センター副センター長）

根岸哲生（たんたんエナジー株式会社）

浅井 薫（京都府地球温暖化防止活動推進センター事務局次長）

田浦健朗（気候ネットワーク 事務局長/市民エネルギー京都 代表理事）

豊田陽介（気候ネットワーク上席研究員/TERAエナジー 取締役）

的場信敬（龍谷大学政策学部教授）

【監査役】

清水仁志（税理士）

設立当初
市の出資なし

201８年に「たんたんエナジー株式会社設立」
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○福知山市(福知山市長 大橋一夫)
○京都北都信用金庫(理事長 森屋松吉、宮津市)
○プラスソーシャルインベストメント株式会社
（代表取締役社長 野池雅人、京都市上京区）

○龍谷大学 地域公共人材・政策開発リサーチセンター
（LORC）(センター長 白石克孝、京都市伏見区)

○たんたんエナジー株式会社(代表取締役 木原浩貴）
※役職名等は締結当時

「地域における地域貢献型再生可能エネルギー事業の推進に関する協定」締結
（２０１９年（平成３１年）１月）

201９年に5者で「再エネ推進協定」を締結
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再エネ事業を進める上での重要コンセプト
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つくる

再生可能エネルギーによる
地産電力発電を推進

●市民の再エネを支援

太陽光発電パネルと蓄電池を同時に整備する場合に、最高１５万円の補助を行うなど、

市民の再エネを支援しています。

●公共施設で再エネ

2021（令和３）年度、北陵地域公民館を、太陽光パネル１２４枚（年間約33,500

ｋWhの電力を発電）と蓄電池、EVから給電できる設備（V2B）などを備えた、災害に強

い施設として整備しました。

●市民参加型の再エネ

2021（令和3）年度より事業費の一部に市民出資を活用した、市民出資型オンサイト

PPA事業を開始しました。

再生可能エネルギーを「つくる」
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「地域における地域貢献型再生可能エネ

ルギー事業の推進に関する協定」（5者連

携協定）の枠組みにより、R3年及び4年度

に市内公共施設5か所（学校給食センター、

三段池総合体育館、武道館、南陵中学校、

夜久野支所）でオンサイトPPA事業を実施。

地域新電力であるたんたんエナジー㈱

１００％出資のたんたんエナジー発電合同

会社が設置する太陽光発電設備により発

電された電気を福知山市が使用する地産

地消の取組みを実施。

「市民の力」で再エネを作り仕組み
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施設 三段池総合体育館 武道館 学校給食センター 合計
太陽光
発電
パネル

368枚 62枚 344枚 774枚

主な
設備

パワーコンディショナ、
蓄電池（９．８kWh）、

集電盤

パワーコンディショナ、
蓄電池（４．０ｋWh）、集
電盤、充放電設備

パワーコンディショナ、
集電盤

発電
能力

167.44ｋW 28.21ｋW 156.52ｋW 352.17ｋW

年間
発電量

約16万ｋWh／年の発電が可能。
（三段池公園総合体育館等三段池公園施設の年

間消費電力量の約34％に相当。）

約15万ｋWhの発電
が可能。

（学校給食センターの
年間消費電力量の約

25％に相当）

約31万ｋWh

備考

〇総年間発電量31万ｋWhは、一般家庭の年間電気使用量（4,258ｋWｈ）の72軒分に相当。
（環境省「家庭部門のCO2排出実態統計理調査」による。）
〇発電で賄えない電力についてはたんたんエナジーが再エネ１００％の電力を供給。
〇事業費の一部（３００万円）を募ったところ、3週間で満額に。市民等５２者から応募があった。

202１年度は3か所で実施
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施設 福知山市立南陵中学校 福知山市役所夜久野支所
（夜久野町生涯学習センター）

合計

所在地 字天田（南岡町）１９０ 夜久野町額田１９－２ ２か所

太陽光
発電
パネル

太陽光パネル 226枚 太陽光パネル 140枚 太陽光パネル
366枚

主な
設備

パワーコンディショナ、
蓄電池（１４．９kWh）、V2Bシステム

パワーコンディショナ、
蓄電池（１４．９kWh）、V2Bシステム

発電
能力 455W×226枚＝102.83ｋW 455W×140枚＝63.7ｋW 166.53ｋW

年間
発電量

約７万ｋWh／年
（本施設の年間消費電力量の約50％に

相当）

約６万ｋWh／年
（本施設の年間消費電力量の約20％に

相当）
約１３万ｋWh

備考

〇総年間供給電力量13万ｋWhは、一般家庭の年間電気使用量（4,258ｋWｈ）の30軒分に相当
（環境省「家庭部門のCO2排出実態統計理調査」による。）
〇発電で賄えない電力についてはたんたんエナジーが再エネ１００％の電力を供給。
〇事業費の一部（2００万円）を募ったところ、10日間で満額に。市民等34者から応募があった。

202２年度は２か所で実施
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施設使用料免除
電気料金支払い

龍谷大学地域公共人材・
政策開発リサーチセンター(LORC)

たんたん
エナジー発電合同会社

＝

太陽光発電設備の設置
再エネ（発電）電力供給

ノウハウ提供

返済

融資

出資募集・分配

ファンド組成
販売

出資金

出資金

市民等

市民出資型オンサイトPPAのスキーム
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投資家特典として、
（１）令和3年度同様の福知山城等の入場券セット（大人２人分、子ども２人分）
（２）福知山産キキョウを活用石鹸＋ハンドソープ、（３）樹上完熟三和ぶどうジュース～農家が取り組むSDGs～
（４）常温で1時間楽しめる、ZuT（ずっと）溶けにくいアイス
→（２）～（４）は福知山市の起業創造プログラム「NEXT産業創造プログラム」によって生み出された新たな商品で、地域の素材
や捨てるはずのものを活用して生み出された新たな特産品
エネルギー事業を通じて、地域の産業振興を図り、新たな魅力を発信！

市民出資の返礼品は地域特産品や施設利用券
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参照URL https://kinki.env.go.jp/content/000124075.pdf

環境省さまの事例集にも掲載いただきました
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とどける
地域新電力の再エネ１００電
力を福知山城、小中学校な
どに供給。

電力の地産地消・経済の域内循環を目的

に、公共施設の電力を地域新電力「たんた

んエナジー㈱」の再生可能エネルギー由来

の電力１００％電力に切替えています。

2024（令和6）年7月現在で、50か所の

高圧電力施設で切替が完了しています。低

圧電力についても随時切替を行う予定で、

２０３０年度にはすべての公共施設でRE１

００の達成をめざしています。

再生可能エネルギーを「とどける」
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（かしこく）つかう

公共施設の再エネ100・省エ
ネ化、公用車のＥＶ化、避難
所等にEVからの電力を供給、
レジリエンスを強化

市が率先して公共施設等で脱炭素を進めるこ

とで、市民など多様な主体が脱炭素に取り組む

機運の醸成やレジリエンスの強化に取り組みま

す。

公共施設のLED化やZEB化・創エネ、公用車

のEV化等に取り組むとともに、EV等を「動く蓄

電池」として災害時やイベント等に活用します。

また、EV等急速充電設備の整備により、EV普

及を啓発するとともに、施設の利便性向上や新

たな人の流れを創造します。

再生可能エネルギーを「つかう」
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市民一人ひとりが環境について学び、

環境問題や自然との共生を自分事として

捉える機運の醸成を図るとともに、将来

を担う人材の育成や啓発に取り組みます。

同時に、自然環境や景観、市民の生活

環境に配慮しながら脱炭素を進め、かけ

がえのない福知山市の自然や風景を次

世代につないでいきます。

まもる

自然環境や景観、市民の生
活環境に配慮し脱炭素を促
進

再生可能エネルギーを「まもる」

25



福知山市 産業政策部 エネルギー・環境戦略課

SDGｓに呼応し、地域課題解決に取り組む
団体を「SDGｓパートナー」として登録し団体
同士の情報共有や交流の機会を創出すると
ともに、団体に対し地域新電力の利益の一部
により支援します。
また、ZEHセミナー等により、市内中小工
務店の環境ビジネスへの参入を促し、地域経
済好循環を創出します。

ひろげる

地域の課題解決や持続可能
なビジネスによる地域経済
好循環を創出。

地域に裨益させた具体的な取組

26
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「循環型森林整備モデル事業」を地域と協働して実施
２０２２（令和4）年度

樹木の二酸化炭素吸収量推移

森林・林業学習館HPより引用

※齢級＝林齢を5年の幅でくくった単位
(ex)1年生～5年生の木 ＝1齢級

6年生～10年生の木＝2齢級

(齢級)

SDGｓ達成にも貢
献

（掲載アイコンは主なも
の）

林野庁HP「森林・林業・木材産業の現状と課題」より引用1～2 3～4 5～6 7～8   9～10 11～12 13～14 15～16

循環型森林整備のイメージ

○人工林の大半が、指標として示される標準伐期齢を

過ぎている現状であり、適切に管理する必要がある。

○木材価格の低迷などの理由により「人工林が手入れ
されていない」「主伐のみされて再造林はされない」
ことが多い。

○人工林の適切な管理を行い、循環型森林整備を実施
し、下層植生の繁茂により表土の流出も防ぐことで、
持続可能な森林づくりを目指す。

○また、樹木の持つ機能の１つである「二酸化炭素吸
収量」は、３～４齢級をピークに下降する（下グラ
フ）ことが分かっており、循環型森林整備を推進する
ことにより、カーボンニュートラルへ寄与することと
なる。

循環型森林整備を行う目的について 施業方法について

○これからも木材を生産できると思われる森林は主伐・再造林を実施し、
将来的な木材の確保を目指す。

○その他の森林においては、壊れない作業道を中心に搬出間伐を目指す。

Jクレジットの創出も狙っていく
27
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1. ゼロカーボンシティへの挑戦

2. 地域貢献型再生可能エネルギー

事業の推進に関する協定

3. 市民出資型オンサイトPPA事業

などの取組実績

4. 計画策定に伴う今後の取り組み

目次
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２０23年（令和5年）３月 温暖化対策実行計画（区域施策編）を包含した

第１章 エネルギー・環境基本計画について

第２章 現状と課題

第３章 環境将来像

第４章 基本目標ごとの取組

第５章 脱炭素の推進とエネルギービジョン

第６章 推進体制

「福知山市エネルギー・環境基本計画」策定
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■福知山市域におけるCO2排出量の推移（部門積上）

■部門別CO2排出割合（H30）

「福知山市の温室効果ガス排出量の現状」

30



福知山市 産業政策部 エネルギー・環境戦略課

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

2018 2030 2040 2050

区域全体・CO2排出量推移（部門別）

運輸

家庭

業務

産業

BaU

目標値
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福知山市エネルギー・環境基本計画に挙げた脱炭素シナリオにおける

CO2排出量の将来推計

1,115

597

千t-CO2

千t-CO2

実績 脱炭素シナリオ

2013年 2018年 2030年 2040年 2050年

CO2排出量（t-CO2） 1,194,953 1,115,337 597,412 274,561 46,967

目標削減率（2013年比） - △6.7％ △50％ △77％ △100％
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KPI指標
現状値 目標年と目標値

2018年 2030年 2040年 2050年

温室効果ガス

排出量

1,115
千t-CO2

597
千t-CO2

275
千t-CO2

47
千t-CO2

(実質ゼロ)

再エネ電気

導入量
185GWh／年 421GWh／年 1,148GWh／年 1,586GWh／年

福知山市エネルギー・環境基本計画に挙げた脱炭素シナリオにおける

エネルギー需要の将来推計
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MWh 平成30（2018）年実績 令和12（2030）年 令和22（2040）年 令和32（2050）年

家庭 3,726 75,440 115,962 123,512

業務 7,611 63,207 144,817 166,990

産業計 173,201 282,448 871,184 1,265,701

農林水産業 426 4,157 14,745 22,588

鉱業他 486 911 3,101 4,568

建設業 840 1,545 5,260 7,747

製造業 171,449 275,835 848,079 1,230,798

合計 184,537 421,095 1,147,695 1,585,600

福知山市エネルギー・環境基本計画に挙げた脱炭素シナリオにおける

再生可能エネルギー導入目標

再生可能エネルギー発電量を

令和12（2030）年には、421,095MWh
令和32（2050）年には、1,585,600MWh まで

増加させる必要があります。
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長田野工業団地アンケート結果

Q A

地球温暖化対策に関する目標や取り
組み方針などはありますか。

「ある」が20社。目標や方針を持っている企業が多く、中には国が定める
目標を上回る高い目標を設定している企業もあった。

今後の地球温暖化及び脱炭素経営に
どのように取り組んでいきたいと思い
ますか？

「国の制度や自治体の政策などで求められるならできる限り協力したい」
が9社で最多。少なからず対策が必要であると考えている企業が多数とい
える。

ステークホルダーからカーボンニュート
ラルや再生可能エネルギー100％を要
請されたことはありますか？

14社が「ある」と回答。取引先からの要請が多い。要請の増加が見込まれ
る。

電力購入にあたって期待したいことは
何ですか？

「電気料金の引き下げ」は全社、「CO2排出係数の低い電気の供給」が16
社、「再生可能エネルギーの割合の高い電気の供給」が13社となっており、
安いことに加えて、CO2排出や再エネに配慮された電力が求められている。

各企業の考えや行政への要望 ・中小企業にとっては非常に厳しいものであり、行政の強力な支援が必要
・インフラ整備、行政の支援、リーダーシップが不可欠
・行政の補助があれば積極的に取り組んでいきたい
・行政が考えるロードマップがあるとわかりやすい
・福知山市全体で考える

長田野工業団地内であれば参加した
いものは？

「他社事例研修」が19社、「合同社員研修」が14社、他社の取組事例共有
を求める声や立地企業合同で連携した研修も求められている。

2022年：24社から回答
2023年：30社から回答

34



福知山市 産業政策部 エネルギー・環境戦略課

地域脱炭素化促進事業の促進区域設定
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促進区域内での
再エネ導入事業に対する優遇措置
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R6年度 福知山市の取り組み（予定）

脱炭素連続研修プログラム

プログラム内容

第1回：課題提案、再エネ電力利用情報共有
・参加各社が自社内での脱炭素に関連する課題を共有し、モデルとなる課題・
企業の選定

・再エネ電力取組事例の共有、基礎知識
・今年度の支援制度の情報共有
・（仮）脱炭素プラットフォームの内容紹介、参画企業募集

第2回：カーボンクレジット、バイオマスセミナー
・J-クレジットを中心としたカーボンクレジットに関するセミナー開催
・バイオマス等先進取組セミナー、事例紹介

第3回：課題解決方針発表会
・モデル企業による検討結果の発表
・次年度以降の取組内容の検討
・プラットフォーム参画企業の募集

脱炭素経営の課題を各企業様より抽出し、その課題を解決する方法を検討、発
表する課題解決型プログラムを開催予定。

37



福知山市 産業政策部 エネルギー・環境戦略課

令和6年度の取り組み

脱炭素連続研修プログラム

を計画しています！

福知山市の産業集積地である
「長田野工業団地」を中心に地域裨益性のある
脱炭素事業を検討し、展開するために
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ご清聴ありがとうございました。
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